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10月12日午後5時半ごろ、経産省正門方向から接近した女 l名を含む4

名がテントを袋墜した。テント前の横幕などを引きはがし、特に第2テントの

内部に侵入し、乱暴の限りをつくした。天幕を破り、備品を投げ、足の踏み場

もないまでの狼蒋を働いた。その間 30分、途中から丸の内署の警官がかけつ

けるが、幸い居合わせた 10人近いテント関係者に負傷はなかった。設置以来

3年余、右翼の襲撃は何回もあったが、これだけの破壊行為は初めてである。

襲撃の一部始終は、襲撃者の一人である女がツイキャスでネット上に流して

いる。売名行為のつもりだろうが、自らの犯罪を証明した。動画を通して続く

女の低劣な『おしゃべり J が連中の正体をよく示している。 rぶっ壊せ~J の

叫びはまだしも、傑作にも、テント前のスローガンを読もうとしたが、 「廃

炉jの漢字が読めなかった。そして「竹島はどうなんだJとしづ難癖。脱原発

テントは竹島問題などと関係がない。敢えて言えば、竹島などという無人島の

何千万倍もの函積の f国土jが福島で失われている、今も原発事故によって十

数万もの人々が故郷に帰れないでいることを知っているのか。

襲撃者は、いわゆる街宣右翼とも違う在特会的ネトウヨの類だろう。だがわ

れわれは決してこうした暴力行為を軽視しない。なぜならこの背後には、安倍

亡国政権のもとでの立憲政治の壊滅から異様な f朝日」パッシングまでのファ

シズム前夜的空気が広がっているからだ。中国や韓国に対する常軌を逸した排

外主義的憎悪が氾濫しているからだ。ファシズムの重要な特性は、無知と倒錯

と暴力にある。重要なのは、このような暴力が今日の閉塞した日本社会の危険

な世情と共鳴していることだ。 r茶色の朝j の接近を許してはならない。

すべては、引き続きの支援、そして脱原発運動の全体の発展にかかっている

・心から感附しなければならないが、襲撃から 1日足らずの聞に、 「テントの

修復のためj の多額のカンパを含む様一々な支援が寄せられている。テントは現

在、その占有をめぐって東京地裁で係争中である テント前の地裁公示書には

J債務者らに限り使用を併すj とある。われわれ;まど、のような暴カにも屈しな

、.非4臨カ・不服従のあらゆる手段で問う 福島を初めとする全国の支後者と

ともに、この脱原発運動の餌な鎗を今後L守り抜いていく決意である。
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